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清水正孝社長
（当時）

今回の事象は、想定をはるかに超える津波の襲来によりまして、結果と
して今回の事故を引き起こしてしまいましたことにつきましては、原子力
発電所の保安活動全体を統括する責任ある立場として大変重く受け止
めております。

清水正孝社長
（当時）

今回の福島第一原子力発電所の事故は、やはり大地震によって外部電
源が喪失する、さらに津波によってディーゼル発電機の機能が喪失して
しまったと、このような事象でございます。

清水正孝社長
（当時）

今回の原子力災害、大変巨大な地震と、それから史上まれに見る津波
の来襲によりまして電源と原子炉の冷却装置が喪失したということで、
結果として大変重大な事故を引き起こしてしまったということでございま
す。
　この辺のこれまでの経過等につきましてはこれから事故調査委員会等
の場でしっかりと検証させていただきたいと思いますが、少なくとも津波
については私どもの予想をはるかに超えておったと、予想できなかった
ということは率直に反省いたしております

清水正孝社長
（当時）

今回の事故につきましては、御案内のとおり、国内観測史上最大の地
震とこれに伴う大津波の影響によるものというふうに考えられております
が、…

【表２】津波対策の重要性についての指摘はこれまでに何度もあった

貞観津波の痕跡高は、仙台平野の河川から離れた一般の平野部で２．５ｍから３ｍで、浸水域は海岸線から３㎞ぐらいの範
囲であったと推定（Ｐ３９０～３９１）

＊国会会議録から抜粋

＊表中のページは東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会「中間報告」記載箇所を示す。

福島県が２００６年～０７年にかけて行った津波想定調査の結果を公表

津波シュミレーションにおいて、国が検討対象として選定した「宮城県沖の地震津波」「明治三陸タイプの地震津波」に加え
「福島県沖高角断層地震津波」の三つの津波を想定（Ｐ３９４）

２００７年

東電社内で福島第一原発・第二原発における津波評価・対策が検討される

2002年の推本「長期評価」に基づき試算を実施。福島第一原発２号機付近でＯ．Ｐ．＋９．３m、同５号機付近でＯ．Ｐ．＋１
０．２m、敷地南部でＯ．Ｐ．＋１５．７mという想定波高の数値を得た（Ｐ３９６）、その結果は原子力・立地本部長に報告された
（Ｐ３９８）

２００８年

２００６年
7月17日
～20日

原子力工学国際会議（開催地：米国マイアミ州）で東電の技術者が福島原発への津波の
危険度を評価、報告

この中で福島第一原発に設計の想定を超える津波が来る確率を「50年以内に約10％」と予測。さらに、「津波の影響を評価
する時に『想定外』の現象を予想することは重要である」とも指摘。

２００２年
7月31日

２００２年
1月29日

１９９０年

【表１】東京電力はこれまで、福島第一原発事故の原因は
想定外の「津波」によるもの、という主張を国会で繰り返してきた

阿部壽・菅野喜貞・千釜章「仙台平野における貞観１１年（８６９年）三陸津波の痕跡高の推定」

地震調査研究推進本部（推本）・地震評価委員会「三陸沖から房総沖にかけての地震活
動の長期評価」を公表

明治三陸地震（１８９６年）と同様の地震は三陸沖北部海洋寄りから房総沖の海溝寄りの領域内のどこでも発生する可能性
があるとしている（Ｐ３９２）
　　＊明治三陸地震は、断層がゆっくりとずれることにより、人が感じる揺れが小さくても発生する津波の規模が大きくなるような
　　　　「津波地震」

土木学会の「津波評価技術」について、津波評価部会の幹事会社であった東電等から原
子力安全・保安院に対し説明

「物を造るという観点で想定される津波のｍａｘ」、「これを超えるものが理学的に絶対ないということではない」（Ｐ３７７）
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